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皆野・長瀞ロータリークラブ
◇例会日
◇例会場
◇事務所

第１・第２木曜日 １２：３０～１３：３０ 第３・第４木曜日のいずれか １８：３０～１９：３０

長瀞レクリェーションホテル 養浩亭
〒 369-1305 秩父郡長瀞町長瀞１４４６ 養浩亭内
Tel:0494-66-4134 / Fax:0494-66-4134 e-mail:minanaga@chichibu.ne.jp

【会長の時間】 畝 徳治
皆さん、こんにちは。米山梅

吉とポールハリスの話をしてき
ましたが、ポールハリスが来日
した時の様子の 2 回目になりま
す。悪天候などにより来るのが
遅れて、日本での滞在は短かっ
たのですが、行った植樹につい
てお話します。
歓迎側は凝縮された日程のな

かで、日本を凝縮して見てもらおう、味わって
もらおうとする。ポール・ハリスの滞在は、結
局はごく短いものになってしまった。それでも
一見に如かずである、我々は、接してみてその
実を知る。いかなポール・ハリスとて、そこに
は変わりはないであろう。日本のロータリアン
の熱情を身をもって知ったに違いない。ときは
暗い時代に突き進みつつあった。自国にあって、
ニュースで知る日本の情勢は、そんなことばか
りが強調されていたに違いない。こうやって実
際にまだそんなことばかりでない実情を知り得
たのは、同じであったことであろう。
ポール・ハリスは、気ぜわしい日程のなかで、

帝国ホテルの庭に一本の月桂樹を残した。ポー
ル・ハリスは、このような記念の植樹が好きだ
そうである。月桂樹は、ポール・ハリスの発案
になるものであろうか。月桂樹は、日本人にと
って一般的ではない。いわば洋風のものである。
この月桂樹は、戦禍のなかを生き延びた。そ

れでも、時間の経過とともに当時の感慨が薄れ、
老いも加わり、昭和 42 年には、気息奄々(えん
えん)という状況であった。帝国ホテルが立て替
えを計画し、この月桂樹も取り除かれる手筈で
あった。東京クラブの矢野一郎は、これを植え
替えてももたないとみて、数百本の挿し木を取
って、慈しみ育てた。その何本かが甦った。そ
の一本は、いま記念館の庭に生育している。
ポール・ハリスは、後にこの時のことを回想

記に書いている。「この船には、当時国際ロータ
リーの理事で、以前の東京クラブ会長の宮岡恒
次郎が乗り合わせていて、その宮岡がつねにそ
ばにいてくれてよかったこと。ホノルルから横
浜まで、8 日間、天候は荒れ、波は高かったこ
と。横浜に入港した船の甲板から見た富士山が
壮麗であったこと。そして、帝国ホテルでの記
念植樹が非常に印象深い儀式であったこと。京
都で二条城や樹齢 200 年にもなる桜の木が興味

深かったこと。大阪の歓迎会場で、自分の胸像
が置いていあるのに一瞬びっくりしたこと。」な
どなど。
このなかで、米山のことについて、次のよう

な記述がある。
米山とは、このとき初めて会った。昼食時の

紅葉館では、その米山がじきじきに私の世話を
やき、箸の使い方を教えてくれた。この微笑み
を絶やさない、端正な容貌の日本人紳士とのこ
れが初めての出会いとは思えなかった。その理
由は、米山の等身大の青銅の胸像が自分のオフ
ィスにあり、毎日それが目に入っていたからで
ある。ただ、実際の表情豊かな顔は、予想して
いたより若々しかった。温厚な人柄のおかげで、
たくさんの責任ある仕事を抱え込んでも、過度
の心労に悩まされることがないのが若々しさの
原因らしい。」など。

ポールハリスの植樹 月桂樹三世
（北の丸公園）

【幹事報告】 山田 利明
１．地区事務所よりジェニファ

ージョーンズＴＲＦ管理委
員長来日にともなうロータ
リー財団フォーラム及び歓
迎会の案内

２．秩父手をつなぐ育成会より
チャリティーコンサート後
援ののお願い
来週の秩父との合同例会の送

迎については、午後５時に髙田さんに最初に乗
ってもらい、各会員を順次乗せる予定になって
います。



プログラムについて
4 木 通常例会（会員卓話） 理事役員会

11 木 秩父合同例会へ振替 6月9日

18 木 休会

25 木 一年を振り返って

2 木 通常例会(会長所信表明） 理事役員会

9 木 休会

16 木 通常例会(各委員会発表）

23 木 休会

30 木 親睦例会

6月

７月

四つのテスト
髙田 富康会員

６月にに入りました。私は
正直ロータリーの友をあまり
読んでいないのですが、６月
号を見ていて、好きでつなが
るというロータリー親睦活動
グループの記事が載っていま
した。１２０の親睦活動グル

ープがあるという事なので、楽しみかなと思
います。


